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に使わ 箱根火山の 安 について

相原 @鈴木敏仲村
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4.結果と考察

調査した源平山遺跡、の右器は石銀が出土数 262点、石匙 61点、石錘切点、石棒 32点、石血 27

薦石 103点、打斧 143点、蔽石 71点、白石 68点、である O これらの石器のうち、ガラス質黒色安山岩

が使われているのは石銀、石匙、ナ千ブである O 石鍍については出土した 262点のうち黒曜石が 96%、

ガラス質黒色安山岩が 3%、粘板岩が 1%である O 石匙については出土したむ点のうちガラス

安山岩が位%、硬砂岩、頁岩、粘板岩等が 39%、黒曜石が 7%である O ナイフは出土数が少ないが 5

点、のうち 1点、がガラス質黒色安山岩である O

刃は切れ味に勝れているがもろさがある O ガラス質黒色安山岩は切れ味は劣るがねばりの

ある強さを持っている O 石材を石器の使用目的によって使い分けたようである O

初音ケ原遺跡 (18石器時代)から出土した石器にも、このガラス れている O
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(2) 蛍光X線分析

測定する岩石は照射器を 80番と 320番の研磨剤で平坦にし、回凸による

件は下記の通りである O

を少なくした。測定条

測定時間:250 sec， 照射面径:10mm 

: 50 kv 管電流:3μA 

データーベースとして富士火山の溶岩(玄武岩)、

(デイサイト)を一緒に測定した。

山の桃沢}I[溶岩(安山岩)、カワゴ平の軽石

資料の処理については、火成岩の組成分類を考えに入れたグラフにした。
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